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ぷ紙

ピカソ 〈広場の入口 〉・51cm x69cm 
. パス テル、厚紙

・1900年制作

|荷~ダ内 I

U 4| 

カラーページと本文 2----3ページに富山県立

美術館収蔵品の一部を紹介し ました。

この作111.1は、ピカ ソが初めてパ リに減った1900年、
19歳の時に拙いたも の で、 「背 の時代」 前期の作品に

なり、確実なデ ッサ ンブJとす ぐれた色彩感、によ って

表現されて います。

スペ イン、マラ方、に生まれる 。

バルセロナの美術学校に学ぶ。

青の時代。

分析的キ ュービズムの時代。

ミロに会う 。

「ゲルニカ」を パ リ万国博に 出品。

南フランス、ムージャンの別荘にて没

す。(92歳)

1881 
1894 
1901 

1909 
1919 
1937 
1973 

ミロ (/，イプを吸う男〉 この 作品は、 ミロがシュールレアリ ズム (超現実主義)運動

・ 1925年/64cmx50cm/油 彩 と接 し、 幻怨が より大き く自由にはば たいた時期の有名な作

品 です。単 純 で ユ ー モ ラス なイメ ージ 、明る く透明な色彩、

ミロの 人間への深い眼差 しと大 きな愛がにじみ出ています。

閉園E
スペイ ン、バルセロナに生まれる 。

パ リを訪れ、ピカソと交友を結ぶ。

シュールレアリストのグループに加わる 。
パ リ万国博覧会のスペイ ン館のための壁画を制作。
ウ。エネツ ィア ・ビエンナーレで国際大賞を受賞。

グッケンハイム国際賞を受賞。
大阪万国博覧会のガス館のための壁画を制作する|ため来 日。

ミロ 〈浜辺) .1933年 /72cmx105cm/コラー ジユ

1893 
1919 
1924 
1937 
1954 
1959 
1970 

美
を
愛
し
、
心

の
豊
か
さ
を
求
め

る
県
民
の
要
望
に
こ
た
え
、

置
県
百

年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
計
画
中

の
富
山
県
立
美
術
館
は
、

よ

よ

今
年
七
月
ご
ろ
荷
工
の
運
び
と
な
り

ま
し
た
。

こ
の
美
術
館
は
、
郷
土
美
術
の
歩

み
を
跡
付
け
、
泣
代

・
現
代
の
日
本

及
び
世
界
美
術
の
流
れ
を
展
望
で
き

る
す
ぐ
れ
た
美
術
品
を
収
蔵
す
る
と

と
も
に
、

日
本
や
世
界
の
名
口
聞
を
展

示
す
る
大
規
棋
な
企
画
展
を
数
多
く

開
催
す
る
な
ど
、
県
民
の
誰
も
が
気

軽
に
訪
ね、

《
美
に
親
し
む
い
こ
い

の

場
》
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
こ
と

に
な
り
ま
す
。

表 4

15-17 
一一一15
18-19 

20 

島 田四郎作 表 3

もくじ・1月号
富山県立美術館収蔵美術品

富山県立美術館の梅想 l 
地織主義に根ざした新農業構造改善事業の発足 4-6 
青年農業者育成基金協会設立 6-7 
野鳥にマイホームを 3 
在来工法を活かした木造住宅 を展示 しています 日

ふるさとの民話⑬ 竜宮から借リ たご膳 とお椀 10-11 
婦人のボランティァ 12-13 
冬場の献血 14 
工業統計調査に ご協力を 14 
か しこい消費者シリ ーズ必23

借りる前に考えようサラ金
第 9回県青年の船団員募集ー
トピックス 11月16臼-12月10日

老人の能力をも っと活用しまし ょう
県有美術品紹介

浜黒崎より 立山連峰を望む

= ロ 〈ミ口への賛歌〉より ・ 1973年 /90cmx 60cm /石版

表 紙 ・衣 2

本文 2-3

ま
た
、

ボ
タ

ン
操
作
に
よ
る
自
由

な
選
択
に
よ

っ
て、

美
術
に

つ
い
て

の
い
ろ

い
ろ
な
情
報
を
映
像
と
音
声

に
よ
り
提
供
す
る
ビ
デ
オ

・
シ
ス
テ

ム
を
配
置
し
、
ご
覧
に
入
れ
る
こ
と

. ，こ
建 な
設 つ
士也 て

お

ま
す

富
山
市
西
中
野

一
丁
目

面
積
四
千
九
百
七
十
七
平
方
日

• 
規

q 

模

鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、
地
上

二
階

(
一
部
中
二
階
)
、
地
下

一

階
。
延
床
面
積
七
千
七
百
十
八
平

方
灯

-
総
事
業
費

約
二
十
七
億
円

-
開
館
予
定

昭
和
瓦
十
六
年
春

県
立
美
術
館
へ
の

い
ざ
な
い

県
立
美
術
館
の
収
蔵
品
と
し
て
す

で
に
取
得
し
て
い
る
美
術
品

の
一

部

を
、
県
民
の
皆
様
に
公
開
す
る
展
覧

会
を
開
催
。
多
数
御
観
覧
下
さ
い
。

-
会
場

県
民
会
館
美
術
館

-
会
期

五
十
四
年

一
月
十
三
日
1
十
九
日

-
展
示

約
六

O
点



岡本太郎 〈赤い兎〉・1949年/65cmX100cm/油彩

EE霊趣璽a
1903 青森市に 'kまれる 。

1940 佐分賞受賞。

1945 福光町に峠|剤。

1952 サロ ン ・ド・メに招待出品。

.1968年 /132cm X 537cm/油彩

盟医盟理
1911 東京青山に生まれる 。

1932 アフ。ストラクション ・クレ

アション協会員となる 。

1956 同|祭建築絵両大賞受賞。

1959 111:日山版文化賞受賞。

1970 大阪万同博覧会に太陽の塔

市|附三。

1955 サン ・ ハウロ IJ;.I際美術展 I~NI由 i部にて紋'F干賞受賞 。
1956 ヴェニス ・ビエンナー レにて|玉|際版!副大口'受n・0
1970 文化勲章を受ける 。

1975 タヒ止;。

棟方志功 〈釈迦十大弟子〉 より ・1939年/94.5cmX30.3cm 木版

~ 

富山県立美術館

収蔵美術品

慰霊E彊掴
1926 入善町に生まれる 。

1957 第 1回|司際青年美術展大賞受賞。

1961 第 6回 H本国際美術展 ・東京間立近代美術館

賞受賞。

1963 第 7回日本国際美術展優秀賞受賞。

1966 東洋のえj怨展 出品 (東京同立近代美術館)

1973 現代の幻想絵画展出品 (朝日新聞社主催)

前田常作 〈人間空間〉・1964年/1OOcm X 162cm/油彩

前田常作 《殖化〉・1956年/95cmX 78cm/油彩

2 



り
安
に
仕
上
げ
る
た
め
と
地
元
就
業

の
健
保
の
た
め
、
直
営
地
行
の
方
式

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
、
⑤

新
築
、
新
規
購
入
だ
け
で
な
く
、
既

存
施
設
の
活
用
や
地
元
負
担
金
の
粍

減
を
は
か
る
た
め
に
必
要
な
場
介
、

増
改
築
の
ほ
か
、
古
材
を
利
用
す
る

こ
と
な
ど
も
補
助
対
象
と
な
る
こ
と

が
特
徴
で
す
。

い
づ
れ
の
場
合
で
も

重
要
な

こ
と
は
、

地
元
の
責
任
に
お

い
て
事
業
の
適
正
な
実
施
と
、

事
業

完
了
後
の
有
効
利
用
が
図
ら
れ
る
よ

う
期
待
き
れ
て

い
る
こ
と
で
す
。

@

こ
の
対
策
の
実
地

に
あ
た
り
、
大

幅
な
事
務
の
合
理
化
が
行
わ
れ
ま
寸
。

地
域
主
義
の
推
進
は
必
然
的
に
各
種

の
事
務
の
簡
素
化
や
権
限
の
委
譲
が

行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ

ぞ
れ
の
段
階
で
機
能
分
担
さ
れ
る
、
事

務
や
指
導
推
進
を
責
任
を
持

っ
て
行

う
体
制
整
備
が
必
要
と
な
リ
ま
す
。

自
主
的
な

事
業
推
進

こ
の
対
策
は
、
地

ιの
JH
主
的
な

創
意
を
尊
重
し
、

地
域
の
特
色
、
性

格
に
即
応
し
た
地
域
主
義
を
も
と
に

対
策
の
発
足

我
が
国
の
農
業
、
農
村
を
め
ぐ
る

情
勢
は
極
め
て
厳
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
す
な
わ
ち
、
兼
業
化
の
増
加

と
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
、
農
業
後

継
者
の
不
足
、
農
用
地
の
低
い
流
動

性
な
ど
、
ぜ
い
弱
な
農
業
の
体
質
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
生
産
の
動
向
を
見
て

も
、
米
が
過
剰
な
状
態
を
強
め
る
一

方
、
外
国
か
ら
の
輸
入
に
頼

っ
て

い

る
麦
、
大
豆
、
飼
料
作
物
な
ど
の
生

産
が
伸
び
悩
み
の
状
況
で
あ
り
ま
す
。

更
に
、
農
村
社
会
の
状
態
は
、
今

後
と
も
農
業
で
生
活
し
て
い
こ
う
と

す
る
農
家
と
、
兼
業
で
い

こ
う
と
す

る
農
家
に
大
別
さ
れ
、

加
え
て
、
都

市
近
郊
に
お
い
て
は
非
農
家
と
の
混

住
が
め
だ
ち
、
地
域
の
連
帯
感
が
う

す
れ
、
集
搭
と
し
て
の
機
能
の
低
下

に
拍
車
を
か
け
て
お
り
、
農
村
社
会

の
変
ぼ
う
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

新
農
業
構
造
改
善
事
業
(
以
下
「

新
農
構
」
と
い
う
)
は
、
こ
の
よ
う

な
現
状
を
ふ
ま
え
て
、
第
一
次
、
第

特定地区農業構造改善

事 業

し

広域農業構造改善卓業

ま勺新農業構造改善事業のあ

農村地域農業構造改善

事 業

1""矛業名 |地区再制農業構造改善

|事よ"'" I事 業1 "T

r

項 ""'1

大規模な農用地の開発広域的観点から農業の

組織化、複合化箸を図

農業振興総合推進体を

設置し 、この組織的活

関係農業者か白主的に

作付 ・栽出協定を締結

二
次
と
し
て
実
施
さ
れ
た
農
業
構
造

改
善
事
業
の
経
験
に
反
省
を
加
え
、

農
業
者
の
意
見
を
最
大
限
尊
重
し
て

事
業
内
容
を
仕
組
む
と
い
う
考
え
方

で
、
今
年
度
か
ら
向
こ
う
五
ヵ
年
間

に
全
国
で

一
千
八
百
九
十
地
区
で
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た

「新
農
構
」
は
、
将
来
と
も
国
民

に
食
極
の
安
定
的
な
供
給
を
確
保
す

る
我
が
国
農
業
の
使
命
に
応
え
る
と

と
も
に
、
国
土
の
保
全
、
資
源
の
活

用
な
ど
地
域
社
会
の
形
成
上
重
要
な

役
割
り
を
も

っ
て

い
ま
す
。

農
業
に
対
す
る
国
民
の
立
場
か
ら

求
め
ら
れ
る

「
公
益
」

と
も
い
う
べ

き
も
の
と
、
農
業
者
が
個
々
の
立
場

か
ら
求
め
る

「
私
益
」
、
そ
し
て
「
地

域
」
と
い
う
場
所
的
な
特
色
を
も

っ

て
調
整
す
る
、

い
わ
ば

「
共
益
」

と

い
う
三
本
の
柱
を
基
本
的
な
理
念
と

し
て
構
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
っ
て
そ
の
地
域
の
特
色
、
性
格

に
即
し
た
農
業
構
造
改
善
計
画
を
、

地
域
住
民
の
す
べ
て
が
参
加
し
て
樹

立
し
、
住
民
自
ら
が
そ
の
改
善
目
標

を
責
任
を
持

っ
て
実
現
し
て
い
く
、

い
わ
ば
地
域
主
義
と
も
い
う
べ
き
手

法
に
よ
り
事
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

が行われている関係市

町村において特定地区

農業振興総合推進体を

設置し 、こ の組織的活

動を通 じて既存農用地

ること によ り、 農業構

造の改善を効果的に推

進するため、 市町村の

動を通 じて農用地利用

の集積等による -Illーし、手

の育成・保保、荒し作 リ

し、こ の実践を通じて

よる-Illい手の育成 ・確

保、荒し作りの解消等

農用地の利用 ・管理の

農用地利用の集結等に

事業 hj;1-

を含む農用地の利用 ・

区域を超える広域の地

域を対象として農産物

の解消等農用地の利用

・管理の適正化、農業

管理の適正化、地域農

て、 地域の農業構造の

業の複合化等を推進し

改善を図る。

の生産 ・流通の効率的

管理、農業機械の有効

利用、農村リ ーダーの育

成等の施設を整備する。

生産の再編成等に即 し

た地域農業の複合化等

を推進して 、地域の農

業構造の改善を図る 。

適正化、 水田利用の再

編等農業生産の再制成

農業構造の改善を図る。

等を推進して、 地区の

に
な

っ
て
い
ま
す
。

対
策
の
特
徴

「新
農
構
」
は
、
従
来
の
第
二
次

農
業
構
造
改
善
事
業
(
以
下
「
第
二

次
構
」
と
い
う
)
に
比
べ
、
対
策
の

ね
ら
い
や
事
業
の
仕
組
み
な
ど
に
次

の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
ま
す
。

@

こ
の
対
象
地
区
は
、

⑦
農
業
振
興

地
域
で
あ
る
こ
と
、

③

地
域
農
政
特

別
対
策
事
業
を
通
じ
て
、
集
落
内
で

自
立
的
な
話
し
合
い
を
基
に
し
た
地

域
農
業
の
万
向
づ
け
が
で
き
て
い
る

こ
と
、
⑤
農
業
の
担
い
手
の
確
保
、

米
の
需
給
均
衡
な
ど
農
業
の
体
質
改

善
に
積
極
的
な
地
域
で
あ
る
こ
と
の

三
つ
の
要
件
を
満
た
す
必
要
が
あ
り

ま
す
。

@

こ
の
対
策
は
、
特
定
の
大
規
模
経

営
農
家
の
育
成
を
め
ざ
し
た
も
の
で

は
な
く
、
地
域
の
条
件
に
応
じ
、
地

域
内
の
各
層
農
家
を
含
ん
だ
農
業
の

組
織
化
を
軸
に
、
農
業
生
産
の
担
い

手
へ
の
農
用
地
の
利
用
集
積
、
農
用

地
の
高
度
利
用
な
ど
を
推
進
し
、
地

域
農
業
の
再
編
と
、
活
力
あ
る
農
村

特定地区協議会長又は

知事

事業実施主体

(一 )農協連
一部事務組合
都道府県等

市 町村 長市町村長

計画 主 体

大規模な農用地開発が原則として市町村の区(llZ所の区域等)

2~ 3集治
地区の範囲

行われる関係市町村の

区域

域を超える広域の地域

地
域
社
会
の
形
成
を
め
ざ
し
て
い
ま

す
。

@

甲
)
の
よ
う
な
対
策
の
目
標
を
効
果

的
に
実
現
す
る
た
め
、
事
業
の
極
矧

を
⑦
地
区
再
編
農
業
構
造
改
善
事
業

②

農
村
地
域
農
業
構
造
改
善
事
業
、

@
広
域
農
業
構
造
改
善
事
業
、
③

特

定
地
区
農
業
構
造
改
善
事
業
(
別
紙

事
業
の
あ
ら
ま
し
に
よ
る
)
の
四
つ

に
分
け
て
仕
組
ん
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
実
情
に
応
じ
容
易
に
対

応
で
き
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
ま
す
、

@

事
業
の
対
象
種
目
は
、
第
二
次
構

に
比
べ
幅
広
く
仕
組
ま
れ
て
お
り
、

特
に
、
⑦

地
域
に
お
け
る
自
主
的
、

組
織
的
な
推
進
活
動
を
内
容
と
す
る

4 

構
造
改
善
推
進
事
業
や
、

②
農
村
の

生
産
、
生
活
に
関
す
る
環
境
条
件
を

改
善
す
る
事
業
が
加
わ

っ
た
ほ
か
、

@
大
豆
、
麦
、
野
菜
な
ど
を
栽
培
す

る
た
め
に
集
団
と
し
て
土
地
の
条
件

整
備
が
で
き
る
よ
う
、
事
業
内
容
の

充
実
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。

@

四
つ
の
事
業
に
共
通
す
る

一
般
的

な
補
助
基
準
が
定
め
ら
れ
、
特
に
⑦

農
業
者
の
意
向
や
地
域
の
特
色
を
ふ

ま
え
、
事
業
の
運
用
や
指
導
が
画
一

的
に
な
ら
な
い
こ
と
、
②
事
業
を
割

13 

13億円

八 年 目 2割L
1 2年目 2害IJ 1 

5年間 13年 目 2.5割 |
14年目 2害IJ1 
¥5年 目 1.5害IJJ

地区ごとに 5割以内

5億円
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す
る
た
め

地
域
段
階
に
お
い
て
は

県
な
ど
の
行
政
と
農
業
関
係
川
体
が

業
の
指
与
推
進
に
当
た
る
こ
と
に
な

農
村
リ
ー
ダ
ー
の
活
発
な
活
動
が
要

密
接
な
協
力
体
制
を
と
リ

そ
れ
ぞ

っ
て
い
ま
す

請
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
村

れ
の
機
能
に
応
じ
た
分
刊
に
よ
リ
事

こ
の
た
め

農
業
団
体
の
構
造
改

ま
た

事

容

金
の
支
給
。

錨
探

の
内

が
行
、
っ
学
習
活
動
や
共
同
研
究
資

志

農

者

対

策

事

業

年
が
行
う
海
外
研
修
資
金
の
支
給
。

山
農
業
青
年
等
組
織
活
動
促
進
費
の

補
助
。

県
を
一
円
と
し
て
組
織
す
る
農
業

川
農
業
高
校
生
短
期
研
修
費
の
支
給
。

県
内
の
高
等
学
校
生
徒
が
行
う
県

青

年

農

業

者

対

策

事

業

青
年
等
の
組
織
活
動
費
の
補
助
。

川
女
子
青
年
と
の
交
友
の
集
い
開
催

費
の
支
給
。

申
請
書
等
の
提
出

外
の
先
進
的
な
農
業
又
は
農
家
生

活
に
つ
い
て
の
研
修
経
費
の
支
給
。

農
村
青
年
の
花
嫁
対
策
の
一
助
と

山
就
農
奨
励
金
の
支
給

農
業
者
の
子
弟
で
将
来
就
農
を
め

ざ
す
市
少
年
に
対
し
、
就
農
奨
励

金
を
支
給
す
る
。

こ
れ
ら
の
資
金
や
補
助
金
を
受
け

よ
う
と
す
る
か
た
は
、
高
等
学
校
長

し
て
女
子
青
年
と
の
交
友
の
集
い

を
開
催
す
る
。

叩
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
資
金
の
支

給
。

や
市
町
村
長
、
農
業
協
同
組
合
長
等

の
推
薦
と
関
係
書
矧
を
添
え
て
、
市

就
農
者
対
策
事
業

経
営
の
向
立
を
目
指
す
青
年
農
業

町
村
を
経
由
し
て
理
事
長
に
提
出
す

る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

者
に
対
し
三
ヵ
年
聞
の
経
営
診
断

川
先
進
農
家
等
留
学
研
修
費
の
支
給
。

農
業
青
年
が
行
う
国
内
研
修
経
費

の
支
給
。

と
営
農
設
計
指
導
。

時
一
服
鮪
活
動
促
進
事
業

支
給
金
等
の
交
付

川
海
外
農
業
研
修
資
金
の
支
給
。

国
際
的
な
視
野
を
も
っ
中
核
的
農

業
者
を
育
成
す
る
た
め
、
農
業
青

川
共
同
研
究
、
学
習
活
動
資
金
の
支

給
。

提
出
さ
れ
た
中
請
書
に
基
づ
き
、

理
事
長
が
審
査
し
、
市
町
村
長
等
を

農
業
青
年
等
が
組
織
す
る
、
集
団

経
由
し
て
申
請
者
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

善
推
進
事
業
に
つ
い
て
充
実

強
化

れ
て
い
ま
す
。

カ
措
置
が
と
ら
れ
て
お
り

こ
の
事

業
の
成
果
に
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら

震愛

趣

巳

立

の

旨

農
業
は
自
然
の
リ
サ
イ
ク
ル
機
能
を
活
用
し
、

良
質
な
農
産
物
を
安

定
的
に
生
産
供
給
す
る
基
本
的
機
能
を
持
つ
と
と
も
に
、

そ
の
特
質
を

活
か
し
、
県
土
の
保
全
と
自
然
環
境
の
維
持
培
養
を
図
る
重
要
な
役
割
を

果
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
そ
の
担
い
手
で
あ
る
青
年
農
業
者
が
著
し
く
減
少
し
、

本
県
農
業
の
将
来
に
と
っ
て
誠
に
憂
慮
す
べ
き
現
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、

県
に
お
い
て
は
、
市
町
村
お
よ
び
農
業
関

係
団
体
等
の
協
力
を
得
て
、

基
金
を
造
成
し
、

そ
の
運
用
に
よ
り
、
青

少
年
の
就
農
、
志
農
青
年
の
育
成
及
び
農
業
青
年
の
組
織
活
動
の
促
進

等
、
き
め
細
か
い
対
策
を
講
じ
て
優
れ
た
農
業
青
年
の
育
成
を
図
り
、

本
県
農
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
去
る
十
月
二
日

富
山
県
青
年
農
業
者
育
成
基
金
協
会
を
設
立
し
ま
し
た
。

フ

基
金
の
メ
リ
吻
ト

一
、
青
年
農
業
者
に
意
欲
を
も
た
せ
、

こ
と
が
で
き
る
。

農
業
へ
の
励
み
を
与
え
る
こ
と
が

三
、
長
期
計
画
を
樹
立
し
て
、
継
続

で
き
る
。

的
に
実
地
で
き
る
。

二
、
補
助
奨
励
ぃ卒
業
で
対
応
の
難
し

四
、
弾
力
的
な
運
営
が
で
き
る
。

い
事
業
等
き
め
細
か
く
対
応
す
る
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山
や
野
原
、
川
や
海
な
ど
私
た
ち

の
ま
わ
り
に
は
、
た
く
さ
ん
の
椅
傾

の
野
鳥
が
い
ま
す
。
ま
た
、
庭
や
公

園
に
来
る
野
鳥
も
い
ま
す
。
と
こ
ろ

が
こ
の
中
で
巣
桁
を
利
用
す
る
も
の

は
、
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
な
ど
の
カ
ラ
煩

や
ス
ズ
メ
、
ム
ク
ド
リ
な
ど
、
わ
ず

か
の
種
類
に
限
ら
れ
ま
す
。す

た

ま

し
を
も、

か
宅
て

活
住
一し

港を
故l昆

京

z 来

木

在

き
ょ
う
は
、
な
ぜ
巣
箱
が
必
要
な

の
か
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

野
鳥
の
中
に
は
自
然
の
木
の
洞
穴

や
石
の
す
き
間
な
ど
に
巣
を
つ
く
る
習

性
の
も
の
が
い
ま
す
が
、
今
で
は
こ
の

よ
う
な
自
然
の
場
所
が
非
常
に
少
な

く
な
り
、
野
鳥
か
ら
み
る
と
非
常
に

住
宅
難
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

昌、
句"

昨
年
の
十
月
八
日
か
ら
富
山
市
上

庄
町
団
地
(
見
取
図
参
照
)
に
、
す

て
き
な
木
造
モ
デ
ル
住
宅
が
展
示
し

て
あ
り
ま
す
。

こ
の
住
宅
は
、
「
家
を
持
つ
な
ら
本

来
の
木
造
住
宅
を
:・
口
と
い
う
希
望

ノ/

シ

で
野
鳥
の
明
舶
の
た
め
に
も
、
こ
の

う
と
い
う
わ
け
で
す
。

よ
う
な
巣

づ
く
リ
に
お
手
伝
い
し
ょ

が
よ
い
で
し
ょ
う
。

巣
箱
か
け
は
、
冬
の
間
に
や
る
の

と
い
う
の
は

茶
、
い
冬
の
ね
ぐ
ら
と
し
て
、
あ
る
い

は
、
春
に
は
繁
殖
の
た
め
に
利
用
す

る
こ
と
が
多
い
か
ら
で
す
。

..'・.、正斗

|←-30~←20→ 巣箱の作り方

|ゥ/ィ |ヵ| ォ |・ァ| ェ If 
「20-+-3ー15十 25十 20 ド一|

そ

野
山
口
の
間
知
や
巣
桁
の
形
や
材
料

に
よ

っ
て
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
あ
り

ま
す
が
シ
ジ
ュ
ウ
カ
ラ
や
ス
ズ
メ

用
の
簡
単
な
巣
柏
の
作
リ
方
を
参
与

に
の
せ
て
み
ま
し
た
。

自
分
で
工
夫
し
て
い
ろ
い
ろ
な
巣

川相
を
作

っ
て
み
て
下
さ
い
。

小
品
が
入

っ
て
く
れ
る
と
い
い
で

- す
き 巣 ね

目安
3任
や で
へ j主
ビ 意
τ， . 

三 す
ふき
し、 ιー
た と

ず
ら
を
し
な
い
よ
う
に

メ

者
が
多
い
こ
と
か
ら
、
林
野
庁
と
県

が
補
助
を
し
て
、
木
材
業
界
と
建
築

業
界
が
共
同
し
て
計
画
、
建
設
し
た

も
の
で
す
。

設
計
の
基
本
条
件
は

@
木
材
の
良
さ
、
美
し
さ
が
最
も
発

ル
以
上
の
高
さ
に
か
け
ま
し
ょ
う

-
方
向
は

H
射
し
ゃ

山
の
降
リ

ま
な
い
方
向
を
探
し
て
か
け
ま
し
ょ

、「ノ
。揮

さ
れ
る
真
壁
工
法
、
間
取
り
の

規
格
化
に
よ
る
合
理
化
。

@

高
温
、
多
湿
、
積
雪
を
配
慮
。

@

継
手
、
仕
口
を
金
物
類
と
の
併
用

に
よ
り
簡
素
化
。

。
国
産
材
、
間
伐
材
、
北
洋
材
等
の

長
所
を
生
か
す
な
ど
、
本
県
の
地

域
性
を
考
慮
し
て
あ
り
ま
す
。

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
の
特
徴
は

@
小
屋
組
工
法
を
改
良
し

コ
ス
ト

*見本住宅展示場見取図

④ 
都市計画道路
県道草島東線

同事;=-1

さ
け
ま
し
ょ
う
。

-
繁
殖
が
終

っ
た
ら
、
次
の
年
の
た

め
に
削
除
や
、
補
強
を
し
ま
し
ょ
う
。

主な野鳥 巣さ箱(cのm高) 
巣箱の巾 巣和の奥 巣箱の底上から出入 出入口の直
(cm) 行 (cm 口までの高さ (cm) 径 (cm)

スズメ ・シジュウカラ科の鳥 20-23 12-15 12-15 15内外 3 

ムクドリ ・コムクドリ 28-40 15-17 15-17 18-22 4 -6 

コゲラ 28-30 12-15 11内外 15内外 3 

キツツキ矧 アカゲラ 33-35 15-20 13内外 23内外 4 

アオゲラ 37-40 15-20 17内外 30内外 5 

オシドリ・アオノ〈ズク 45-55 20-30 20-30 25-30 9 -10 

B 

を
引
き
下
げ
、
工
期
を
短
縮
。

@
外
壁
材
に
羽
目
板
を
用
い
、
木
造

住
宅
の
豪
華
さ
を
強
調
。

@
主
婦
の
立
場
を
重
要
視
し
、
台
所

の
配
置
と
収
納
場
所
を
熟
慮
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
ま
し
た
。

展
示
場
に
は
、
説
明
員
が
常
駐
し

て
い
ま
す
か
ら
、
気
軽
に
お
出
か
け

下
さ
い
。

g 

至富山



ぶ
ん
・
石
崎
直
義

解
こ
れ
は
下
新
川
郡
入
善
地
方
の
伝

説
で
あ
る
。

こ
の
話
の
砂
丘
も
、
大
昔
、
大
津

波
が
あ

っ
た
と
き
に
で
き
た
と
い
わ

れ
る
。

砂
丘

一
帯
の
地
下
に
、
繁
昌
し
て

い
た
港
町
三
千
軒
が
埋
ま

っ
て
い
る

そ
う
で
あ
る
。

説

竜
宮
か
ら
借
り
た
ご
膳
と
お
椀

ij 
入
善
町
の
其
木
海
岸
の
松
原
に
¥
い
ま
¥
圏
家
山

と
い
う
と
る
小
高
い
砂
E
が
あ
る
。

む
か
し
¥
む
か
し
¥
大
む
か
し
に
あ
つ
だ
と
。

こ
の
砂
山
に
善
称
寺
と
い
う
あ
寺
、ガ
建
っ
と
つ
だ
。

横
手
の
方
に
は
¥
大
き
な
松
の
木
、か
あ
っ
て
¥
そ
の

根
元
の
地
面
の
ず
う
っ
と
下
の
方
に
¥
竜
宮
城
、ガ
あ

る
と
い
わ
れ
と
つ
だ
そ
う
な
。

お
正
月
の
元
日
の
朝
¥
こ
の
丘
に
登
っ
て
日
の
出

を
拝
ん
で
る
と
¥
竜
宮
で
つ
く
鐘
の
音
、ガ
¥
ゴ
オ
オ

ゥ
ン
¥
ゴ
オ
オ
ウ
ン
と
¥
伺
と
も
い
え
ぬ
よ
い
音
色

で
聞
え
て
き
た
と
。

あ
る
と
き
¥
お
寺
で
ご
法
事
を
し
て
¥
お
ま
い
り

に
来
疋
人
だ
ち
に
お
斎
を
出
す
こ
と
に
な
っ
定
。

と
こ
ろ
、ガ
¥
だ
い
へ
ん
た
ん
と
の
ご
膳
と
お
椀
を

だ
。
お
寺
の
奥
さ
ま
は
¥
こ
れ
で
何
と
か
ゆ
る
し
て

も
ら
え
だ
の
、だ
ろ
う
と
思
つ
だ
と
。

だ
け
ど
¥
そ
の
次
か
ら
は
¥
何
べ
ん
も
お
願
い
の

手
紙
を
書
い
て
頼
ん
で
み
て
も
¥
ど
う
し
て
も
竜
宮

か
ら
貸
し
て
も
ら
え
な
く
な
っ
た
そ
う
な
。

そ
れ
ば
か
り
で
は
な
く
¥
そ
の
後
べ
お
寺
で
ご
法

事
や
報
恩
講
を
し
て
¥
人
が
お
ま
い
り
に
集
ま
る
と

き
に
な
る
と
¥
か
な
ら
ず
雨
、
か
降
っ
て
き
だ
と
。

み
ん
な
ふ
し
、
き
、
ガ
つ
だ
。

そ
の
う
ち
に
誰
い
う
と
な
く
¥
竜
神
さ
ま
が
使
い

の
者
を
雨
雲
に
乗
せ
て
¥
寺
へ
よ
こ
し
て
¥
失
く
な

つ
だ
あ
椀
を
探
さ
せ
て
お
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
と
い
う

よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
疋
め
に
¥
い
つ
も
雨
、
か
降
る

の
だ
と
い
わ
れ
だ
。

あ
寺
の
方
で
も
¥
ひ
ど
く
気
持
ち
が
悪
ラ
な
つ
だ
。

そ
れ
で
¥
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
離
れ
だ
¥
尽
か
の

村
ヘ
移
っ
て
い
っ
芝
、か
¥
そ
こ
へ
い
っ
て
も
や
っ
ぱ

り
¥
ご
法
事
な
ど
の
お
ま
い
り
ご
と
が
あ
っ
て
ふ
人

が
だ
ん
と
集
ま
る
と
¥
き
っ
と
雨
降
り
に
な
つ
だ
と
。

語
っ
て
そ
う
ろ
う
。
語
ら
い
で
も
そ
う
ろ
う
。

え

-
久
米
宏

一

-
お
母
さ
ん
と
子
ど
も
の
対
話
の
ペ
ー
ジ
と
し
て
ご
利
用
下
さ
い

用
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
お
寺
に
あ
る
分

の
根
元
ヘ
返
し
て
あ
い
だ
。
す
る
と
¥
次
の
巴
の
朝

だ
け
で
は
足
り
な
か
っ
だ
。

ま
で
に
片
げ
け
て
し
ま
っ
て
あ
り
¥
お
願
い
の
手
紙

お
寺
の
奥
さ
ま
は
¥
い
ろ
い
ろ
考
え
て
み
だ
。

と
こ
ろ
、か
¥
む
か
し
か
ら
¥
竜
神
に
頼
む
と
貸
し

て
も
ら
え
る
と
言
わ
れ
て
い
だ
も
ん
で
¥
夕
暮
れ
ど

だ
け
が
残
っ
て
い
た
と
。

そ
れ
か
ら
は
¥
あ
寺
の
方
で
は
¥
ご
膳
と
お
椀
、ガ

足
り
な
い
と
き
は
¥
い
つ
も
手
紙
を
書
い
て
¥
貸
し

き
に
¥
松
の
木
の
根
元
に
¥

て
も
ら
っ
て
返
し
て
お
つ
だ
。

「
竜
宮
の
神
さ
ま
に
お
願
い
し
ま
す
。

ど
う
か
¥
ご
膳
と
あ
椀
を
十
人
前
¥
お
貸
し
下

と
こ
ろ
が
あ
る
年
の
こ
と
¥
あ
斎
、か
す
ん
だ
あ
と

で
¥
ご
膳
と
あ
椀
を
数
え
て
み
る
と
¥
お
椀
ガ
一
つ

失
せ
て
い
だ
。
こ
り
や
た
い
へ
ん
と
、
あ
寺
じ
ゅ
う

さ
い
日

と
書
い
だ
手
紙
を
置
い
て
み
だ
と
。

を
探
し
て
み
だ
が
¥
ど
う
し
て
も
見
つ
か
ら
な
か
っ

あ
し
だ
の
朝
早
く
い
っ
て
み
る
と
¥
お
願
い
し
だ

た
。
申
し
わ
け
な
く
思
つ
だ
、か
¥
ど
う
も
こ
う
も
な

と
お
り
に
十
人
前
の
ご
膳
と
あ
椀
を
そ
ろ
え
て
出
し

ら
ん
で
¥
お
寺
の
お
椀
を
一
つ
ま
ぜ
て
松
の
木
の
根

て
あ
つ
だ
と
。
た
い
へ
ん
あ
り
、か
だ
か
つ
だ
。
お
寺

元
ヘ
返
し
て
お
い
疋
の
だ
っ
疋
。

で
は
¥
う
ま
く
法
事
に
間
に
合
つ
だ
。
使
つ
だ
あ
と

そ
し
た
ら
次
の
日
の
朝
¥
総
の
木
の
根
元
に
¥
お

は
き
れ
い
に
洗
っ
て
¥
も
と
出
し
て
あ
つ
だ
松
の
木

寺
の
お
椀
一
っ
と
¥
お
願
い
の
手
紙
、
ガ
返
し
て
あ
っ



婦
人
の
新
し
い
形
の
社
会
参
加

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
L

と
い
う

ず
、
地
域
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

活
動
の
範
囲
が
広
が
り
、
特
に
社
会

教
育
面
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が

関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
三
年
前
か
ら
婦
人
の

ボ
ラ
シ
テ
ィ
ア
を
養
成
す
る
講
座
か

各
地
で
開
設
さ
れ
て
お
り
、
今
年
富

と
従
来
は
と
か
く
在
人
ホ

l
ム
や

心
身
障
害
者
施
設
で
お
世
話
を
す
る

活
発
化
し
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
婦
人
の
ボ
ラ
ン
テ
イ

傾奉を
向仕ど、

カ，. i舌の

あ動い

りとわ

ましゅ
してる
t.:. 、社

》 と会

ら福

ぇ祉
わ面
れで
るの

こ
の
コ
ー
ス
の
講
座
で
は
、
子
ど

も
の
健
全
な
成
長
を
願
っ
て
、
択
の

よ
う
な
内
容
の
学
習
を
し
だ
あ
と
実

際
の
活
動
に
参
加
し
ま
す
。

学
習
内
容

・
子
ど
も
の

ω理
・
子
ど
も
の

成
長
と
遊
び
・
人
形
劇

・
紙
芝

居
等
の
製
作
と
実
演
・

童
話
研

究
・
紙
細
工
等

学
習
後
、
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て

各
地
の
釦
児
教
青
大
会
や
保
育
所
等

で
、
紙
芝
居
や
人
形
劇
・
ゲ
ー
ム
等

を
演
じ
だ
り
、
お
田
さ
ん
の
学
習
会

や
会
合
の
聞
の
託
児
を
引
き
う
け
だ

り
、
ま
だ
¥
施
設
の
子
ど
も
だ
ち
と

共
に
一
日
を
過
ご
す
な
ど
、
多
彩
な

活
躍
を
し
て
い
ま
す
。

三え感方、

ff氏委主fgijffizf;12m2守寄

付令之さ友打fFffF
fj日日t持fS22
?427fFKEgtZ 522 

ω
支ZS SF怠 2芝

寝
えさ
き
り
老
人
F‘「

七
で
は

喪
期
の

し
か
し
最
近
で
は

社
会
教
育
、
ホ
ラ

ン
テ
イ
戸
と
し
て

の
大
き
な
特
徴
を

も
つ
も
の
で
、
郷

ア
活
動
は

山
市
な
ど
十
五
の
市
町
村
で
開
設
さ

女
性
と
し
て
の
特
性
や

自
主
的
な
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
っ
て
実

特
技
・
生
活
体
験
を
生
か
し

れ
、
五
百
名
の
人
が
受
講
し
、

現
在

し
か

福
祉
に
限
ら

も
自
発
的
継
続
的
に
取
り
組
む
新
し

で
は
、
ど
ん
な
活
動
か
行
わ
れ
て

い
形
の
婦
人
の
社
会
参
加
と
し
て

土
の
歴
史
を
み
つ
め
、
ふ
る
さ
と
を

愛
護
し
、
ふ
る
さ
と
の
良
さ
を
次
の

時
代
に
伝
承
し
て
い
こ
う
と
す
る
コ

ー
ス
で
す
。
そ
の
だ
め

C
は
、
郷
土

に
つ
い
て
多
方
面
の
学
習
を
い
だ
し

ま
す
。学

習
内
容

-
郷
土
の
文
化
財
見
学

-
郷
土

守ぅ__ /A-. 

-cぎヲひ達しはや成

J i52pSFS均 五ささ学 主Eにて告人

訂正右京25さfS5663日F与IR寺2

1Jiiiiifiij;百 jfjjjj
まよしと今き主主155さS 言52妻子J

人 とそお台普通
疋の手口ぺの

に
伝
わ
る
伝
説
と
民
話
研
究

.
拓
本
の
方
法

-
民
謡
と
踊
り

こ
の
活
動
に
よ
っ
て
、
地
域
に
よ

つ
て
は
貴
重
な
資
料
ガ
多
数
収
集
さ

れ
保
存
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

だ
と
え
ば
、
朝
日
町
で
は
ふ
る
さ

と
の
民
話
と
伝
説
を
集
め
て
「
か
い

く
れ
ん
L

と
い
う
小
田
子
ガ
刊
行
さ

れ
ま
し
だ
。
記
憶
の
確
か
な
お
年
寄

り
を
訪
ね
ま
わ
っ
て
い
る
な
か
で
、

老
人
ボ
ラ
ン
テ
イ
戸
も
並
行
し
て
行

践
活
動
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
主
な
内

容
を
紹
介
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

守友房ス

5533実g?
PZBμ 手gE 8 
48浮ブ雪止もl7
2K533q宗左
す ξ 坦 z ー
さきしク p 襲 a

bcマタ矛 E3S
宗ぞ保斗 I長紅的

の肴ゃ j1255 
- rx.め
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0534pg打、
265k術 hg 
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わ
れ
、
実
績
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

入
善
町
で
は
、
忘
れ
ら
れ
よ
う
と

し
て
い
る
入
善
独
特
の
食
べ
も
の
や

わ
ら
べ
う
疋
を
収
集
記
録
し
、
「
ふ
る

さ
と
の
昧
し
と
寸
故
郷
の
わ
ら
べ
う

だ
」
と
い
う
冊
子
に
し
て
出
版
さ
れ

ま
し
だ
。

ま
だ
郷
土
の
お
地
蔵
や
観
音
像
な

ど
の
石
川
仙
の
研
究
や

碑
の
拓
本
な

ど
ガ
、
貴

重
な
資

料
と
し

て
多

数
整

理
さ

れ
て
い

ま
す
。

13 

を
通
し
て
自
分
自

以
上
、
主
な
る
活
動
を
紹
介
し
ま

し
た
か

こ
の
活
動
は
、
単
に
奉
仕

活
動
と
い
う
意
味
に
と
ど
ま
ら
ず

し活
動

自を
分通
自し
身て
を白
豊分
1P グ〉

に能
し力

を
新伸
しば

し、

コ

ユ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
貢
献
す

る
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
ま
す
。

身
を
豊
か
に

ル
」
、
「
ノ

か
皆
さ
ん
も
大
い
に
参
加
し
、

県
民
総
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進
に
つ

と
め
て
く
た
さ
る
よ
う
期
待
し
ま
す
。

わ

し
い
こ
と
は
、
富
山
県
教
育

丞
合
同
尺
ム
去

社
会
教
育
課
あ
る
い
は
県

社
会
福
祉
協
議
会
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い



「
白
ば
と
号
L
C

御
協
力
を

医
療
用
に
必
要
な
血
液
は
、
季
節

に
関
係
な
く
使
用
さ
れ
る
の
で
、
各

月
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
血
液
量
を

得
る
た
め
、
移
動
採
血
車

「
白
ば
と

号
」
の
運
行
計
画
を
た
て
県
内
各
市

町
村
に
配
備
し
て
い
ま
す
。
し
か
し

冬
に
は
叶
I

告
に
よ
り
道
路
状
汎

借りる前に

考えよう

サラ金

んの…一一力をお願

血液は、不足しがちです。県民の皆さ

設
置
場
所
の
悪
化
か
ら

「
白
ば
と

号
」
の
運
行
に
障
害
を
来
た
す
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

だ
か
ら
一
日

一
日

の

献
血
者
を
よ
り
多
く
確
保
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
「
白
ば
と
号
」
を

見
か
け
ら
れ
た
ら
進
ん
で
協
力
し
て

-戸，、.、

。

/
¥
ナ
ヘ
A
C

し

借
り
易
い
金
は

返
し
に
く
い

ち
ょ

っ
と
街
を
歩
い
て
い
て
も

「
O
O
ロ
ー
ン
ズ
」
「
ム
ム

ク
レ
ジ

ッ

ト
」
と
い

っ
た

H

サ
ラ
金
U

の
気
軽

さ
を
売
り
物
に
す
る
広
告
が
や
た
ら

と
目
に
つ
き
ま
す
。

健
康
保
険
証
、
給
与
明
細
書
、
身

分
証
明
書
あ
る
い
は
運
転
免
許
証
と

印
鑑
だ
け
で
二
十
1
一二
十
万
円
の
お

金
を
即
座
に
貸
す
気
軽
さ
が
売
り
も

の
で
す
が
、
本
当
は
決
し
て
気
軽
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
こ
と

は
、
普
察
庁
の
調
べ
に
よ
る
と
、
昨

年
の

一
月
か
ら
八
月
ま
で
に
貸
金
業

者
を
め
ぐ
る
事
件
は
、
全
国
で
自
殺

者
が

二
日
に

一
人
、
蒸
発
者
が

一
日

に
六
人
以
上
の
割
合
で
お
こ

っ
て
い

る
こ
と
か
ら
で
も
わ
か
り
ま
す
。

サ
ラ
金
の落

し
穴

現
在
、
富
山
県
内
に
は
貸
金
業
者

一
月
は
県
内
各
地
で
成
人
式
が

行
わ
れ
ま
す
。
新
し
く
成
人
式
を
迎

え
ら
れ
る
人
達
は
、
こ
の
機
会
に
自

分
自
身
の
た
め
に
も
、
人
の
生
命
を

5日掛 ・27日(木)

7 t:l(日)・15日(JJ)

6日(1:)・15日(JJ)

28日(ト1)

.1月の身近な献血場所
〈富山市〉

国鉄富山駅前

西武デパー ト前

〈高岡市〉

国鉄高岡駅前

〈小矢部市〉

小矢部市役所 l~íJ

が
約
一
千
三
百
庖
あ
り
ま
す
。

貸
金
業
を
は
じ
め
る
に
は
、
経
験
、

知
識
の
有
無
を
問
わ
ず
、

知
事
に
届

け
出
れ
ば

誰
で
も
、

い
つ
で
も

ど
こ
で
も
営
業
で
き
ま
す
J

ま
た
、

い
っ
た
ん
届
出
を
す
れ
ば
終
身
有
効

で
あ
り
、
届
け
出
の
取
消
し
、
営
業
停

止
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
せ
ん
。
従

っ
て
悪
質
な
者
が
混
じ

っ
て
く
る
こ

と
も
避
け
ら
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。

サ
ラ
金
の
悲
劇
が
生
じ
る
原
因
と

し
て
、
無
担
保

・
無
保
証
で
借
り
ら

れ
る
こ
と
、
高
金
利
、
過
剰
融
資
、

過
酷
な
取
り
立
て
の
四
つ
が
あ
げ
ら

れ
ま
す
。

①

一
年
で
利
息
が

元
金
以
上
に
も

広
告
な
ど
に
は
、

「一

万
円
借
り
て

も

一
日
の
利
息
は
わ
ず
か
三
十
円
」

な
ど
と
、
い
か
に
も
安
そ
う
に
書
い

て
あ
り
ま
す
が
、

一
年
に
直
す
と

利
息
だ
け
で

一
万
九
百
五
十
円
に
も

な
り
、
元
金
を
上
回
り
ま
す
。
特
に

金
利
に
つ
い
て
は
、
高
利
率
に
加
え

て
金
利
の
計
算
方
法
に
カ
ラ
ク
リ
が

あ

っ
て
、
ど
の
返
済
方
式
を
抹
用
す

る
か
に
よ

っ
て
返
済
時
の
金
額
に
大

差
が
で
て
き
ま
す
。

救
う
尊
い
心
を
持
つ
た
め
に
も
、
献

血
の
で
き
る
健
康
な
身
体
で
大
人
の

仲
間
入
り
を
す
る
「
は
た
ち
の
献
血
」

-下記の場所では、〔

除き毎日行っています。

富山県運転教育センター

(富山市高島地内 ) C土、日、祝祭日〕

富山県赤十字血液センター

(高山市牛島本町) (日、祝祭日〕

を
お
願
い
し
ま
す
。

〕内を

16日(火)

20日(J)

〈魚津市〉

電鉄桜井駅前第S田県膏隼の船団員募集

募集人員 =24名

資 格ニ l年以上経験を有する農

業従事者及び農業に従事 =

しながら農業団体に勤務

するん o

(
ほ
月
引
日
現
在
調
査
)

14 

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

毎
年
、
今
頃
に
な
る
と
、
県
内
の

製
造
業
を
営
む
事
業
所
を
対
象
に
、

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
を
依
頼
し

て
ま
わ
り
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
通
商
産
業
省
が
県

市
町
村
調
査
員
を
通
じ
て
行
、つ
も
の

で
、
調
査
の
内
容
は
従
業
者
数
、
原

材
料
使
用
額
、
製
造
品
出
荷
額
な
ど

を
記
入
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

調
査
の
結
果
は
、
中
小
企
業
に
対

す
る
指
導
や
金
融
対
策
を
は
じ
め
、

ろ
し
く
こ
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

都
市
開
発
、
下
水
道
整
備
計
画
な
ど

の
企
画
立
案
に
役
だ
っ
て
い
る
ほ
か

経
済
分
折
の
基
礎
資
料
と
し
て
も
利

用
き
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
各
事
業
所
に
お
い
て
も
、

生
産

・
販
売
、
雇
用
な
ど
の
計
画
を

た
て
る
場
合
の
重
要
な
資
料
と
し
て

大
変
役
立
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
の
記
入
事
項
は
、
統
計
以

外
の
目
的
に
は
絶
対
使
用
さ
れ
な
い

仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
末
年
始
の
ご
多
忙
な
時
間
で
す

が
、
調
査
員
が
訪
問
し
ま
す
か
ら
よ

ーノ4

第 9回富 山県青年の船の同員を募間程度の事前研修をいたします。

集しています。 なお、応募者は、惇|または地方公

御存知のように 「青年の船」事業共団体等の同種の事業に参加したこ

は、県下の青年が海外事情を視察し とのない方に限ります。

現地青年と交流、交歓をすることに 応募部門別の詳細lは次のとおりで

2より、同際的視町'を広め、焼律ある す。

i団体生活及び研修を通じて、あすの 。一般部門
全国初の中国青年招待をE郷土を築く有為な中昭青年を育成し 期 間=7月4tI -7 H 20日まで

この回の青年の船では、中国から5ょうというものです。 派遣先ニ中華人民共和|王l
の帰路 中国青年20名を招待してi@応募・受付 ・選考 年齢性別=20歳-29歳 ・男女 T 

約 2週間にわた り、県内青年との2 居住地の市役所 ・役場へ 1月25日 募集人員二247名
交流交換、県内の視察見学を行いEまでに 111し込んで下さし、。市町村か 。農業部門

• ます。全国初の試みとして期待さ 呈2ら推せんを受けた方は、県で面接選 期 間二 7月下旬 -8片中旬まで 2 
れています。 Z E巧をして|司員に内定いたします。 派遣先二本凶→カリフォルニア州

5 内定した方には、出発前に延べ8日 年齢性別ニ20歳-34r表 ・男 5 5同州同時開抑制酬凶剛陶凶刷削刷附刷附附刷附剛州制叫附剛剛刷刷刷刷刷刷州制刷刷刷肉酬凶刷刷刷刷刷州制刷刷刷例制凶刷刷刷刷剛刷州制刷刷剛刷剛剛剛刷柑刷rw".削伺..，.'4'咽
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①
非
常
識
な
取
り
立
て

サ
ラ
金
は
、
も
と
も
と
利
用
者
の

返
済
能
力
を
問
わ
ず
、
貸
し
出
し
を

し
ま
す
か
ら
、
取
り
立
て
を
厳
し
く

し
な
い
と
営
業
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。

こ
れ
が
利
用
者
の
悲
劇
を
呼
び
ま

す
。
ま
た
借
り
手
の
弱
み
に
つ
け
込

ん
で
、
貸
付
条
件
を
は

っ
き
り
と
.
不

さ
な
い
業
者
も
あ
り
ま
す
。
返
す
時

に
な
っ
て
あ
わ
て
て
も
も
う
遅
い
の

で
す
。サ

ラ
金
を

と
り
ま
く
法
律

サ
ラ
金
を
と
り
ま
く
法
律
は
三
つ

あ
り
ま
す
。

「利
息
制
限
法
」
「
出
資
の
受
入
れ

預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
等
に

関
す
る
法
律
」
(
通
称
、

出
資
法
)
及

び
「
貸
金
業
者
の
自
主
規
制
の
助
長

に
関
す
る
法
律
」
(
通
称
、

自
主
規
制

法
)
で
す
。

こ
の
、
っ
弘

J

、
利
用
者
に
直
接
に
関

係
が
あ
る
の
は
、
前
二
者
で
、

一
つ
は
、
庶
民
金
融
業
協
会
の
設
立

①
必
要
最
少
額
を

借
り
る
と
き
は

返
済
予
定
日
ま

で
の
最
知
期
間
、
必
要
最
少
限
額
を

借
り
る
。

返
済
に
つ
ま
づ
い
た
場
合
に
も
、
利

息
を
上
積
み
し
た
借
用
証
の
書
き
か

え
、
借
金
返
済
の
た
め
に
新
た
な
借
り

入
れ
勧
誘
に
の
っ
た
り

別
の
サ
ラ

金
か
ら
の
借
金
を
絶
対
に
し
な
い
。

①
業
者
を
選
ぶ

悪
質
業
者
の
中
に
は
利
息
を
安
く

し
て
品
物
を
売
り
つ
け
た
り
、
数
庖

が
手
を
組
ん
で
、
借
り
手
を
タ
ラ
イ

回
し
に
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。

支
府
の
多
い
大
手
の
庖
や

看
板

の
古
い
屈
は
比
較
的
安
全
と
い
え
ま

し
よ
う
が

目
安
と
し
て
は
、

「
富
山

県
庶
民
金
融
業
協
会
」
に
加
入
し
て

い
る
会
員
で
あ
れ
ば
、

ト
ラ
ブ
ル
が

生
じ
て
も
協
会
が
問
題
の
解
決
に
山

っ
て
く
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

①
契
約
内
容
の
確
認

借
用
書
の
内
容
を
よ
く
確
認
し
て

捺
印
す
る
。
白
紙
委
任
状
や
公
正
証

書
作
成
の
た
め
の
委
任
状
や
、
印
鑑

等
、
業
界
の
自
主
規
制
を
助
長
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

利
息
制
限
法
は
元
本
額
に
よ

っ

て
異
な
り
ま
す
(
表

l
)
が
、
年
二

十
行

の
利
息
を
最
高
限
と
し
、

を
超
え
る
金
利
は
そ
の
超
過
分
に
つ

い
て
無
効
と
し
ま
す
。
た
だ
し
、
借
り

手
が
超
過
分
を
任
意
に
支
払

っ
た
と

き
は
、
そ
の
返
還
を
請
求
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
旨
規
定
し
て
い
ま
す
。

一
方
、
出
資
法
は
、
金
銭
の
貸
し

手
が
年
百
九

・
五
訂

(日
歩
三
十
銭
)

以
上
の
利
息
を
契
約
し
た
り
受
領
し

た
と
き
は
、

三
年
以
下
の
懲
役
も
し

く
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
、
ま
た

は
こ
れ
を
併
科
す
る
旨
規
定
し
て
い

ま
す
。

一
般
に
サ
ラ
金
の
年
金
利
は
七
十

三
川れ
か
ら
百

r位
で
す
か
ら
、
こ
の

二
法
の
う
ち
出
資
法
の
上
限
は
下
回

そ
の
限
り
で
は
違
法
で

っ
て
お
り
、

は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
題
は
利
息
制
限
法
の
定
め
た
最

高
二
十

rの
金
利
を
大
幅
に
超
過
し

て
い
る
点
で
す
。

J
U、
勺
ノ

そ
こ
で
、

て
、
昭
和
四
十
三
年
の
最
高
裁
の
判

こ
の
超
過
利
息
に
つ
い

決
で
は
、

利
息
制
限
法
の
最
高
利
率

証
明
書
な
ど
を
求
め
る
業
者
は
、
避

け
る
の
が
賢
明
。

①
領
収
書
は
必
ず

、も
A

り、

7
こ
〉
」

元
金
や
利
息
を
返
済
し
た
と
き
は
、

必
ず
領
収
書
を
も
ら
い
保
存
す
る
。

ま
た
完
済
し
た
と
き
は
、
借
用
証
書

な
ど
業
者
に
渡
し
た
書
類
は
返
し
て

、も'り、っ
。

県の業者向融資制度(表 2) 

貸 付 条 件

資 金 名
利 率 限度額 期 問

小口事業資金あ っ
年5.8%以内

せん保証融資資金 400万円以内 4年以内

(中小企業課)
(保証料0.6%)

商工会地区小規模
年5.7%以内

事業料営改善資金 600万円以内 5年以内

(経営指導課)
(保証料0.6%)

そ
れ

を
超
過
し
て
支
払

利息の規定 (上限) 手IJ息&び返済制の例

金 官民 年利 月手IJ 日歩 借入金制
1日当リの 1年平IJ後 の
利息 lじ金

手IJ 10力円未満 % % 銭
5万円

円 円
20 l. 67 5.48 28 60，000 

d自c" 

市IJ 10100万万円円以未上満 18 l.5 4.93 10万円 50 118，000 

|浪

法 100万円以上 15 l. 25 4.11 100 )jP-J 411 1，150，000 

出 5万円 150 104，750 

資 (一律) 109.5 9.1 30 10 ;j円 300 209，500 

法 1007j円 3，000 2.095，000 

わ
れ
た
部
分
を

借
り
手
の
残
存
元

本
の
返
済
に
充
当

し
、
な
お
余
り
が

あ
れ
ば
借
り
手
に

返
還
せ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

つ
ま
り
、
借
り

手
が
返
還
請
求
訴

訟
を
す
れ
ば
、
貸

し
手

(
業
者
)
は

利息の限度(表 1) 

超
過
部
分
を
返
さ

ね
ば
な
ら
な
い

と
が
判
例
と
し
て

確
立
し
た
と
い
え

ま
す
。

そ
こ
で
、

民
事
調
停
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
借
金
が
多
く
な
り
、
支
払
い

こ
の
判
例
を
盾
と

し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
簡
易
な
処
理
方
法

と
し
て
、
調
停
委
員
を
仲
介
と
す
る

不
能
と
な

っ
た
借
り
手
は
、

地
方
裁

判
所
に
「
自
己
破
産
の
申
立
て
」
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

法
規
制
な
と

を
検
討

サ
ラ
金
に
よ
る
被
害
が
社
会
問
題

①
で
き
る
だ
け

制
度
融
資
や
サ
ラ
金
に
関
す
る
相
談

早
く
相
談
を

も
し

不
幸
に
し
て

ト
ラ
ブ
ル

が
起
き
た
と
き
は
、
普
察
本
部
生
活

課
や
弁
護
士
な
ど
に
相
談
し

被
害

が
大
き
く
な
ら
な
い
う
ち
に
解
決
す

る
よ
う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
県
や
各
種
団
体
で
は
、

区 分 貸付利率 貸付限度額 貸付期間

富(労政山 課市) 年7.3% 300千円 3年以内

滑(商 川 課市) 7.3 
工水産

300 3年以内

魚(商工観津光課市) 7.0 200 2年以内

大(企画財山政課町) 7.3 300 3年以内

県の一般向融資制度(表 3) 

貸 付 オとえt 件

資
金 名

率 限度額 期 問手IJ

千円
3年-20年世帯更正資金

年 3% 55-700 
(社会福祉課)

母 f寡婦福祉資金
年 0-3 45-1，200 6ヵ月-1年

(婦人児童課)

勤労者向融資制度
(1 )市町村(表 4) 

化
し
、
現
行
法
の
規
制
強
化

の
要
求

が

一
段
と
強
ま
リ
、
政
府
で
は
、
出

資
法
の
改
正
を
検
討
し
て
い
る
よ
う

で
す
が
、
実
現
す
る
の
は
ま
だ
時
間

が
か
か
り
そ
う
で
す
。

県
と
し
て
は
、
当
面
の
サ
ラ
金
業

者
へ
の
行
政
措
置
と
し
て
①
富
山
県

庶
民
金
融
業
協
会
の
指
導
。
②

い
か

に
も
安
〈
貸
し
て
い
る
よ
う
な
印
象

を
与
え
る
日
歩
表
示
に
年
利
も
明
示

さ
せ
る
。
③
返
済
金
の
計
算
明
細
書

を
交
付
さ
せ
る
。
④
庖
内
で
の
貸
付

け
条
件
の
明
示
1
1
1
1
等
を
指
導
し
て

き
て
い
ま
す
。
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サ
ラ
金

利
用
上
の

注
意
点

サ
ラ
金
を
利
用
す
る
ま
え
に
他
の

方
法
を
考
え
る
こ
と
で
、
県
や
関
係

団
体
に
は
、
サ
ラ
金
よ
り
ず

っ
と
低

利
な
制
度
融
資
が
あ
り
ま
す
の
で
、

参
考
ま
で
に
掲
載
し
て
お
き
ま
す
。

表

2

1
表

5

や
む
を
得
ず
利
用
す
る
と
き
は
、

次
の
よ
う
な
注
意
が
必
要
で
す
。

~ 

を
次
の
と
こ
ろ
で
お
受
け
し
て
い
ま

す
。-

富
山
県
商
工
労
働
部

中
小
企
業
課

(
O
七
六
回
側
四
一
一
一
)

.
(
社
)
富
山
県

庶
民
金
融
業
協
会

(
O
七
六
四
川
八
六
五
六
)

貸付期間

28-48ヵ月

。 このほかにも、交通遺児の奨学金の貸付けなど、特定の人を対象

とする貸付けもあります。

守フ

貸付限度額

1万円-100万円

(2)労働金庫(表 5) 

貸付 利 率

8.88% 一般生活資金

名金資



強騨醗踊腫蝿翻髄観龍睡

-県政のうごき 11月16日~12月1 0臼

11月16日 は、東海北陸自動車道の福光一砺波 111月27日
間など全国で21区間5990 ~ を基本計 |

寝起松食い虫被害激減 画路線から整備計画路線に格上げし、 I~ 中部圏知事会議富山で

48年から森林病害虫等防除法、 52I建設を進めることにしました。

年から松食虫防除特別措置法によ っ l

て薬剤を空中散布したり、伐倒駆除

& 

東海北陸自動車道は福光一砺波間

11 ロ~ ， (建設費190億円)と美濃一 白鳥

率がその目標の 1 %以下になりまし|間43 o~ 、 (建設費 1580億円 )がこれに

た。このことから県森林審議会保全|当り格上げされた21区聞のほとんど

部会で54年の薬剤空中散布を取り止 |は、北海道から沖縄までの縦貫道を

め、伐倒駆除だけに絞る方針を報告、 |横につなぐ横断道であり、開通はお

了解を得ました。 Iおよそ65年ごろと見込まれています。

11月18日
~小矢部川流域下水道

計画修正案提出される

地jじの了解を得られず白紙撤回さ

れていた「小矢部川流域下水道計画」

は、原案に厳しい意見を加えて高岡

市から修正案が提出されました。

県では;5:く小矢部川流域下水道計

画促進同盟会 (4市 7町 l村加盟)

11月21E3
関東海北陸道県内初の

整備計画(福光一砺波間)決定

国土開発幹線自動卓道建設審議会

11月21日
~ 専業農家が増え委託耕作進む

53年の「農業基本調査」発表

し、ま~ 0 

①農家数の減少が続いている。

②専業農家は増加に転じた。

③農家人口の減少は鈍化しているが

高年齢化が進んでいる。

④畜産の経営規模が拡大している 。

⑤農作業の機械化が進んでいる 。

⑥水稲の委託耕作が進んでいる。
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富山を会場に開かれた中部圏知事

会議は議長に中田知事を選ぴ、水資

源対策など国に対する 12項目の要望

事項を採択し、国が発表した定住圏

構想推進についての諸問題を協議し

ました。

12月q日
~県の日・県のうたで意見交換

自発的機還を待つ(主催322
「みんなの県政推進委員会」が聞か

れ、世論調査項目としてとりあげ.た

レ

戸車堕瞳堕唾唾画担園理唾函璽唾画面通量画通語語通説 全

県の日、県のうたなどについて意見

を交換しました。

置県百年を迎えるにあたり、県民

みんなが郷土愛を深め、県政に対す

る関心を高めるき っかけになればと

く県の日 〉・く県のうた〉の提案につい

て、委員側は 「県からのお仕着せてい

なく、時間をかけて各種団体に問題

を提起し、県民の聞で自然発生的に

要がある」 としながらも、これらの

提案をより良い万法へと推進すべき

であると活発な意見が提言されまし

た。県ではこの意見を参考に、具体

策を検討することにしています。

12月4日

星電年末年始、大雪の恐れ

冬山登山者は厳重な注意を

県警察本部では、年末、年始にか

けて大雪の恐れがあるとして、登山

者は、豪雪に耐えられるだけの燃料

食糧、装備を携行するようにと警告

を出しました。また、登山者は登山

案理由の説明に先立ち、水産漁港課

の汚職事件に触れ、「県民に対して誠

に申しわけなく、綱紀を粛正し今後

再びこのような事態を起さぬよう努

める」と 陳謝しました。

提案きれた一般会計補正予算案等

26案件について、会期 8日間活発な

論議が展開され、原案どおり可決さ

れました。

届出を必ず提tHするように。 112月7E3

12月ア日 |麗青年の船、来年は中国へ

12月定例県議会で、中田知事は提

18 

第9回富山県青年の船の実施要綱

が発表されました。これによると、

一般部聞は中国へ、団員247人関係者

含めて総勢310人を。農業部問は米国

カ州へ、団員24人、総勢35人前後と

しています。

詳細は本文15頁参照

訂正とお詫び

12月号の18-19ページに査載

した角川ダム完成の写真が、印

刷上のミスで裏焼きにな ってい

ました。訂正して深くお詫び‘申

し上げます。

，ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー--争ーーー ーーーーーー ーーーー---ーーーーー ー一-"



県有美術品紹介

あなたの技能と経験をもう一度社会に
り立山連峰を望む浜黒崎よ

ElU'I3f11J開吉!?言京F買主主
島田四郎作
在.県森林水産会館大会議室

我
が
国
も
人

μ
の
高
齢
化
が
す
す

み
、
体
力
、

随
時
こ
の
社
会
に
生
か
し
た
い
と
い

知
力
と
も
に
青
壮
年
に

つ
希
望
を
持
つ
方
が
増
え
て
き
て
い

劣
ら
な
い
す
ぐ
れ
た
高
齢
者
が
年
々

ま
す
。

増
加
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
こ
で
、
こ
う
し
た
方
々
の
希
望

増
進
と
生
き
が

従
来

こ
れ
ら
の
働
く
能
力
と
意

を
か
な
、
ぇ

健
康
の

欲
の
あ
る

お
お
む
ね
六
十
五
歳
以

い
を
高
め
る
と
い
う
目
的
で
、
高
齢

上
の
方
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
無
料

者
無
料
職
業
紹
介
所

の
な
か
に
「
富

職
業
紹
介
所
が
就
労
の
あ

っ
旋
を
行

山
県
高
齢
者
能
力
活
用
推
進
協
議
会
」

グ〕つ

なで
かき
にま
はし

た
就・ 。
職・し
とか
いし
つ
形高
で齢
な者

始
し
ま
し
た
。

を
設
置
し

ー卜

月
か
ら
業
務
を
開

く
、
気
軽
に
円
分
の
技
能
や
経
験
を

-
長
年
培
っ
て
き
た
技
能
と
経
験
を
社
会
に
役
立
て
て
み

ま
せ
ん
か

〈
求
職
)

@
自
分
の
能
力
を
生
か
し
た
い
と
希

望
さ
れ
る

お
お
む
ね
六
十
丘
歳
以

上
の
万
の
技
能
登
録
は
、
ど
ん
な
も

の
で
も
、
つ
け
た
ま
わ
り
ま
す
。

@
中
し
込
み
は
、
各
市
川
村
社
ム
民
福
祉

能
登
録
申
込
書
」
に
、
希
望
職
種、

作
業
形
態
、
通
勤
範
問
、
手
持
ち
の

道
具
類
、
希
望
す
る
報
酬
等
を
記
入

し
て
申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

協
議
会
に
備
え
て
あ
る

「
高
齢
者
技

-
老
人
の
能
力
を
も
っ
と
活
用
し
ま
し
ょ
う
〈
求
人
)

@
老
人
の
技
能
や
盟
か
な
経
験
を
必

要
と
さ
れ
る
万
、
例
え
ば
、
公
共
施

設
、
工
場
、
商
問
、

一
般
家
庭
等
、

ど
な
た
か
ら
の
申
し
込
み
で
も
う
け

た
ま
わ
り
、
登
録
し
て
お
き
ま
す
。

@
申
し
込
み
は
、
各
市
町
村
社
会
福

査鈷された万々の利介、あ っ比は 、高齢者無料峨

業相介!升で行ないます。

区率直董翠E霊!lU翠彊置

E 霊園

園芸、表具、大仁、左打、常装、板金、たたみ職、

木_L 、 ~:耕、 手j村長、留守番、同番、介!ポ番、府向、

守衛、外務、家事T-伝い、雑役等。

祉
協
議
会
に
備
え
て
あ
る
「
高
齢
者

技
能
(求
人
)
登
録
票
」
に、

内
谷
、
就
労
の
場
所
、

仕
事
の

て
申
し
込
ん
で
下
さ
い

提
供
す
る
資
材
、
設
備
等
を
・
記
入
し

期
間
、
人
員
、

E'M'置11m園
富 山市川J-僑南町 5の14 ・高山県社会作百十11:会館 高齢

者無料職業相介所内 高 山県高齢者能力活用推進協

議会 (ft@-2958) 又は、作市町村社会悩十11:協議会
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作
者
の
島
田
四
郎
は

一
九

O
五
年

庄
} 11 
町
生

十
九
歳
で
春
陽
会
に
初
入
選
し
引
続
き
出
品
。

そ
の

後
官
展
に
転
じ
帝
・文
・
日
展
に
出
品
。
そ
の
問
白
日

会
・
二
紀
展
に
も
発
表
し
、
各
種
の
受
賞
に
輝

い
た
。

現
在
は
新
世
紀
美
術
協
会
委
員
と
し
て
作
家
活
動
を

続
け
る
熟
達
の
洋
画
家
で
あ
る
。

、
王
卒
、
戦
災
後
横
浜
に
転
じ

戦
前
は
静
岡
に
画
室
を
構
え
、
駿
遠
美
術
協
会
を

具
象
美
術
会
長
、
産

経
学
園
講
師
を
歴
任
、

絵
を
十
四
年
続
け
渡
欧
、

に
も
活
躍
す
る
な
ど
、

他
に
大
仰
次
郎
氏
の
随
筆
挿

ロ
ー

マ
個
展
な
ど
国
際
的

県
出
身
洋
画
壇
の
先
達
で
あ
る
。

正
に
画
業
五
十
余
年
、
富
山

自
旦
か
介
静
岡
山
ハ
、

こ
の
作
品
は
昭
和
の
初
年
、
浜
黒
崎
の
松
並
み
も

立
山
連
峰
も

い
ぶ
し
銀
に
雪
深
く
覆
わ

れ
た
晩
秋
、

北
陸
特
有
の
暗
緑
、
起
伏
の
大
き
い
砂
丘

が
大
胆
な
タ
ッ
チ
で
力
強
く
描
か
れ
て

い
る
。

作
者
の
言
に
よ
る
と
、
「
こ
れ
は
二
十
歳
代
後
期
の

は
浜
黒
崎
海
岸
か
ら
み
る
と

作
で
県
の
依
嘱
で
描
い
た
と
記
憶
す
る
。

番
雄
大
で
美
し
い

若
描
き
の
頃
が
懐
し
い
l
」
と
。

立
山
連
峰

練
さ
れ
た
色
調
、

最
近
の
作
風
は

一
段
と
錬
達
の
画
域
を
深
め
、
洗

年
齢
を
越
・
え
た

力
量
感
に
溢
れ

て
い
る
。

フ
レ

ッ
シ

ュ
で
ス
マ

ー
ト
な
作
調
に
好
感
が
も
た
れ

佐
藤
良
成

区x"arl!l
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①この協議会の利用は、無料です。

② 利用者の秘街は厳守しますので、お気軒に御利用

くだ‘さし、。
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V下回義寛 〈白い宙〉
1971年/181.8cmx227.3cm/日本画

V金山康喜 〈静物〉
守 1959年/100cm x91 cm/油彩

At黄江嘉純 《祈り 〉
1960年/高さ 182cm/ブロンズ


